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 ●観光プラン作成のヒント 

従来のウィ－ンでの観光は、半日でリングを中心に旧市街の回りをバスで走り、シェ－ンブルン宮

殿の内部を見学し、ベルヴェデ－レ宮殿の庭を見学するといったものが多かったのではないでしょ

うか。しかし、最近はリピ－タ－も多くなり、個人旅行の増加で、今までにない新しいコ－スを作

る必要性があることと思います。

そこで少しでもプランニングのヒント

となるように、「ツアー作成のレシピ」

に則って各情報をまとめました。それ

らの中から、時間の無理がないように

２～３か所を選んで日程を作ってみた

り、またフリ－プランのツア－のお客

様に提案という形でパンフレットにご

紹介したり、利益を確保するために人

気の世界遺産や、観光客向けコンサー

トを入れたオプショナルツアーを作っ

てみてはどうでしょうか。

スケジュール

午前：  半日観光 　シェーンブルン宮殿（入場）、リング通り、ベルヴェデーレ宮殿庭園（下車）

午後：  各観光テーマに沿ったスポットを訪ねます 

夜　：オペラ、またはコンサート等鑑賞、またはホイリゲやワインケラー ［ ウィーン泊 ］

1

終日：自由行動、または  郊外への観光や、観光アイデアを入れてみては 

 ［ ウィーン泊 ］
2

●基本モデルコース

 宮殿／庭園 

�シェーンブルン宮殿  
ハプスブルク家の夏の離
宮シェーンブルン宮殿は、
１７世紀の末ごろに建築家
フィッシャー・フォン・エ
ルラッハによって、バロッ
ク様式の壮麗な狩猟の館

として改築されました。さらに１８世紀の半ばに、
女帝マリア・テレジアの指示でニコラウス・パ
カッシが改装を行い、現在の姿となりました。
訪れる人々の関心を最も引きつけるのは、オリ
ジナルの状態に保存された美しい部屋の内装で
す。また、バロック様式の広い庭園は、宮殿見
学での疲れを心地よく癒してくれます。
www.schoenbrunn.at

�ホーフブルク王宮  

皇帝の部屋：
�シシィ博物館：婚礼前夜
に着ていたドレス（コピ
ー）、モーニングガウン、
日傘、扇子、手袋、エリザ
ベートが旅で使用した特

別客車（コピー）、デスマスクなどを展示。また、
当時の写真の通りに部屋を再現します。
�宮廷銀器コレクション：宮廷で使った食卓調
度品や食器やテ－ブルセッティングの展示。

王宮宝物館：ハプスブルク
家の威光を物語る莫大な財
宝、儀式の衣装、調度品な
どの展示。神聖ロ－マ帝国
皇帝やオ－ストリア皇帝の
王冠等はここにあります。
www.khm.at

王宮礼拝堂：１３世紀にできた王宮最古の部分。
今も礼拝が行われており、マキシミリアン１世
が創設した少年合唱団は、現在もウィ－ン少年
合唱団として活躍しています。

国立図書館（プルンクザ－
ル）：世界一美しいと言わ
れる図書館。２２０万冊の蔵
書をはじめ、何万冊もの写
本を所有。壁画、天井画、
大理石の柱など豪華に内
装を見学。
www.onb.ac.at

フォルクスガルテン：市民の憩いの場。エリザベ
－トの像があります。
www.hofburg-wien.at

�ベルヴェデーレ宮殿  

対トルコ戦争の功績者オ
イゲン公の夏の離宮。クリ
ムトなどの名画を有する
オーストリア・ギャラリー
と美しい庭園が有名。
www.belvedere.at 

主な見どころ
Sightseeing Points

ウィーン 観光の基本・見どころ
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 寺院／教会／修道院／墓所 

�シュテファン大寺院  
ウィーンのシンボル、オー
ストリア最大のゴシック
建築の教会。フリ－ドリッ
ヒ３世の棺をはじめ、ハプ
スブルク家代々の人々の
内蔵が葬られています。最

も古い部分は１３世紀のもので、シュテファン広
場から入る門。北塔６０.６mへはエレベーターで、
南塔１３６.７mは途中まで階段で登れます。
www.stephansdom.at

�アウグスティ－ナ教会  
シシィとフランツ・ヨー
ゼフをはじめ、ハプスブ
ルク家代々の結婚式が執
り行われ、地下には代々の
心臓が安置されています。
ちなみに、ハプスブルク家

の慣例により心臓がここ、内蔵がシュテファン
大寺院、その他の部分はカプチーナーグルフト
にそれぞれ別々に収められています。

�皇帝納骨所（カプチーナーグルフト）  
カプチ－ナ教会地下でハ
プスブルク家代々の棺が
あり、約１４０名が永眠して
います。最も大きなマリ
ア・テレジアとフランツ
１世の棺をはじめ、質素

なものから豪華で芸術的なものまで、皇帝たち
の人となりを表す棺が安置されています。シシ
ィの棺などには、今も献花がたえません。
www.kaisergruft.at

�聖マルクス霊園  
１７９１ 年に世を去ったモー
ツァルトの永眠の地。厳
密な埋葬場所は不明のま
まですが、生誕１００周年か
ら数年後、埋葬位置と推
定された場所に記念碑が

建てられました。柱に寄り掛かって物思いに沈
む天使の姿が見られます。

�中央墓地  
ベートーヴェン、シュト
ラウス、シューベルトな
ど、偉大な音楽家の墓碑
が中央墓地名誉区にあり
ます。
www.friedhoefe.wien.at

 美術館／博物館 

�美術史博物館  
ハプスブルク家が世界各
地から集めた絵画がある
世界的に有名な美術館の
ひとつ。ブリュ－ゲルの
作品群が特に有名で、そ

の他、ル－ベンス、レンブラント、ベラスケス、ラ
ファエロ、ヴァン・ダイク、デュ－ラーなど多
数の有名な画家の絵画が展示。
www.khm.at

�自然史博物館  
マリア・テレジア記念像
をはさんで美術史博物館
と向かい合う建物。先史
時代からの動物、植物、
鉱物やハルシュタット文
化時代の出土品、約２万

５千年前の「ヴィレンドルフのヴィーナス」像、
マリア・テレジアの「宝石の花束」などが有名。
www.nhm-wien.ac.at

�ミュージアムクォーター・ウィーン（MQ）  
あらゆるジャンルの現代
美術を紹介するクンスト
ハーレーやフェスティバ
ルホールを中心に、クリ
ムトやシーレなど現代美
術の古典を集めたレオポ

ルト美術館、MUMOK（現代美術展示場）を配し、
その背後や前面の広大な広場を囲むようにして、
ウィーン建築センター、タバコ博物館、ダンス・
クォーター・ウィーン、子供劇場、子供のため
のウィーン・エキストラ、ズーム子供博物館な
どが建ち並んでいます。ウィーンの新しいスポ
ットです。
www.mqw.at

�ウィーン市立博物館 カールスプラッツ  
一番最初の定住者からロ
－マ時代、バ－ベンベルク
家の時代を経て、ハプスブ
ルク家６４０年間の治世を貫
くウィ－ンの歴史の全体
像が、非常に分かりやすい

形で展示されています。１階は先史時代～中世、
２階は１６～１８世紀、３階は１９～２０世紀、古地図
や市街模型等で往年のウィ－ンの様子が知るこ
とができます。
www.wienmuseum.at

�アルベルティーナ  
美術史家の間で世界最大
のグラフィック・アート
のコレクションを所蔵す
る美術博物館としてよく
知られている、市の中心
にあるアルベルティーナ

は、２００３年に十年の歳月をかけて巨大な展示空
間として改装されました。また、新たに修復さ
れたハプスブルク家で最も裕福だった大公アル
ブレヒトの大広間も公開されています。
www.albertina.at

�リヒテンシュタイン美術館  
リヒテンシュタイン美術
館では、リヒテンシュタイ
ン公の珠玉のコレクショ
ンが展示公開されます。初
期イタリアの大家の作品
や、１７世紀と１８世紀のボロ

ーニャ絵画、ルーベンスやヴァン・ダイク、レ
ンブラントを初めとするフランドルやオランダ
の大家の風景画、風俗画、静物画などの名品を
包括しています。さらに１８世紀のフランス絵画
やオーストリアの古典主義、及びビーダーマイ
ヤー時代の代表的な作品も重要な位置を占めて
います。また、１６世紀～１７世紀の秀逸品を中心

とするイタリアのブロンズ像のコレクションも
極めて重要なコレクションです。
その他、ミュージアム・カフェ、あるいはレス
トラン「ルーベンス・パレー」「ルーベンス・ブ
ラッセリー」で、味覚の芸術もご鑑賞いただけ
ます。 www.liechtensteinmuseum.at

 劇場 

�国立オペラ座  
１８６１年から１８６９年にかけ
て宮廷オペラ劇場として
建てられました。１９４５年
に戦災を受けましたが修
復され、１９５５年カール・ベ
ームの指揮するベートー

ヴェンのオペラ「フィデリオ」で再開されました。
そして２００２～２００５年の間、小澤征爾氏が音楽監
督を務めます。
www.wiener-staatsoper.at

�楽友協会（ムジークフェライン）  
毎年元旦にニューイヤー
•コンサートが催され、全
世界に向けて衛星中継さ
れる楽友協会大ホールは、
クラシック音楽ファンの
憧れのウィーンフィルの
本拠地。
www.musikverein.at

 記念館 

�モーツァルト・ハウス（フィガロハウス）  
１７８４年から１７８７年までモ
ーツァルトが住居とした
「モーツァルト・ハウス」
は、ウィーンにおけるモ
ーツァルトの住まいのう
ち、唯一現存するもので

す（彼はウィーンで十数回住まいを変えていま
す）。モーツァルトはこの住居で最も幸せな歳月
を過ごしたとされています。多くのピアノ協奏
曲、弦楽四重奏曲、そしてオペラ「フィガロの
結婚」を含む傑作の数々が、ここで生み出され
たため「フィガロハウス」とも呼ばれています。
（２００６年までの改修工事中は一部が閉鎖される
こともあります）
www.wienmuseum.at

 その他 

�リング通り  
聖シュテファン大寺院を
中心に、街の中心部を囲
んでいる幅広い環状道路
が「リング」。かつて市を
守る城壁と濠があった所
で、１９世紀の半ば、皇帝

フランツ・ヨーゼフの勅令によってそれらが取
り除かれ、現在は街路樹が美しいウィーンのメ
インストリートのひとつ。

Wien / Model Course & Sightseeing Points

www.wien.info


